
順化地区まちづくりビジョン 

県都の顔、歴史と文化の息吹を感じるまち「順化」 

地区概要 

順化地区は福井市中心部に位置し、福井駅、県庁、市役所などの官公庁や企業等のオフ

ィスが立ち並び、商店街やホテル、デパート、繁華街などがある。また、2023 年の北陸

新幹線延伸が待たれる中、駅前周辺で県都の顔として様々な再開発が進められている。 

歴史的には福井城を築いた結城秀康や北の庄城を築いた柴田勝家ら後世に名を残す人物

のゆかりのある地区である。柴田神社の整備、福井城址の御廊下橋や山里口御門などが復

元され、グリフィス記念館や福井市中央公園も完成し、地区の歴史を残す事業が進められ

た。 

かつては、順化地区に住みそこで働く住民が多数であったが、近年は、居住地や商業施

設を郊外に移すなど、ドーナツ化現象の空洞部分となっている。地区内には駐車場、分譲

マンションやホテルが増え、隣近所の付き合いや連帯意識の絆が薄れてきている。 

こうした中、町の伝統と人情の美しさを守ろうと、自治会組織や社会教育団体では、公

民館を拠点として連携し、独自の地区づくりの活動を行い、地域活性化と安全・安心なま

ちづくりに努めている。 

 

① 福井城址お堀の灯り｣は、築城以来の往時を偲び、空襲や震災などで亡くなった

人々を鎮魂し、次世代に語り継ぐ不死鳥の願いを込めて、オール順化でまちづく

りに取り組んでいる。             【順化お堀の灯り実行委員会】 

 

 

② 「防災の進んだ地区に」をスローガンに自主防災会を中心に、安心・安全なまち

づくりに取り組んでいる。特に、福井市では初めて、ドローンを活用し危険個所

の確認、避難経路の設定、災害状況の確認などを空から担っている。 

【順化地区自主防災会】 

 

 

③ 「やさしさのある地域づくりを目指して」をスローガンに高齢化社会に対処でき

るよう社会福祉協議会では、研修を行ったり、諸団体、関係機関との連携、協働

活動を目指している。             【順化地区社会福祉協議会】 

 

 



①  鎮魂とまちづくり 

「福井城址お堀の灯り」ライトアップ事業 

 福井城址およびその周辺で毎年 7 月に開催しており、令和元年度で 10 回目となる。テ

ーマは、「次世代に語り継ぐ不死鳥の願い」で、お堀の水面に約 2,000 個、地上の灯りを

含めると 6,800 個の美しい揺らめきを、手作りの灯籠などで醸し出した。これは、築城以

来の往時を偲びつつ、空襲や震災などの火災から逃れようとお堀に飛び込みなくなった

人々の鎮魂のために行っている。 

 実施に当たっては、順化地区のまちづくりに関わる団体で実行委員会を構成し、オール

順化だけでなく市民ぐるみで新たな福井のまちづくりを推進する活動の 1 つと位置付けて

いる。最近では、順化小学校、こども園など 30 を超す団体の協力を得ている。また多数

の地区の住民が公民館に集まり、水面に浮かべる灯籠の作成などの準備を行っている。 

 

今後のビジョン  

お堀の中の灯りとともに、地上でのライトアップ、特に、中央公園全体を利用したライト

アップを順化地区だけでなく市民ぐるみで促進していく。 

 

 

 

 



② 防災の進んだ地区に  

       「ﾄﾞﾛｰﾝを活用した自主防災２」 

順化地区にﾄﾞﾛｰﾝを導入した防災を進めて 3 年目になります。大地震時に倒壊やガラスの

落下の危険の有る個所を避けての避難経路・一次避難所・緊急避難所が今年ほぼ完成しまし

た。今年の防災訓練は、ﾄﾞﾛｰﾝによる避難経路を確認し安全を確認してから、防災無線で各

地区に避難開始指示を出し、避難経路に沿った避難訓練を実施できました。また、小学校と

連携し通学路と避難経路一次避難所が一目で分かる様にし、通学時や帰宅時の避難に結び

つくように取組を進めています。  

 

 

 

 

 

 今後のビジョン 

 １．地域の現状を調査・分析し、シュ

ミ                                ミレーションや防災訓練を通して 

                                 災害などの非常時に住民同士で助

け合う                              け合うことのできるシステムを構

畜                                 築する。   

  

 ２．避難所運営にかかわるマニュアル 

                                 を吟味し、小学校児童を中心とした 

                                 全世代向けの実践的な避難所体験事

業                                業を行う。 

痔事業 

 

一時避難所２ 

一時避難所３ 

避難場所：順化小学校 

避難経路 柴田１ 



③ やさしさのある地区づくりを目指して 

◆ 福祉活動の主旨  

少子・高齢化が進み、家族関係の希薄化や地区のつながりの低下が危惧されるなか、順化地区に

暮らす子ども達や高齢者、また障害をもつすべての人々が、住み慣れた地区で安心して笑顔で日々

を送れるよう見守り支援活動を大切にするとともに、地区の方々の温かいご理解とご支援をいた

だきながら福祉事業を実施・推進する。 

 

◆ 今後に向けて 

  加速度的に高齢化が進んでいる。地区で見守ることが、大きな課題である。 情報の収集、

様々なことへの対応力が必要とされている。少しだけ、自分以外の人に関心を持つことが、や

がて大きな地区の力となると思うので、講師を招いて研修をしたり、座学だけでなく、体験す

ることも大切にしながら、順化地区の諸団体、関係機関との連携と協働活動をしながら、住み

やすいやさしい地区づくりを目指していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症ひとり歩き見守り模擬訓練 


